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木造の競技場建設を都に要望

江東区は五輪に向けたまちづくりのあり方を

検討中。まず、新設される競技施設の１つを木

造建築にするよう都に申し入れた。

五輪の大会運営を担う組織委員会が２月にでき

て、基本設計などが進められるため、まだ具体的

な計画の提示はないが、区内にこれだけ集中して

競技施設ができると、湾岸エリアの様相が大きく

変わってくる。そこで、区としては全庁的な開催

準備推進本部を設け、今後どうすべきか、五輪以

降のあり方も含めて検討している。区の考え方を

３月末までにまとめ、都に要望する予定だ。

既に動いているものもある。区内では７つの競

技施設が新築で恒久的な建築物としてできるが、

そのうちの１つは木造の施設にするよう都に要望

を出した。島根県出雲市の出雲ドームや秋田県大

館市の大館樹海ドームは木造だ。江東区は江戸時

代から材木のまちで、木場、新木場という駅があ

る。日本は全国の３分の２が森林で、法隆寺、正

倉院など伝統ある木造建築は営々として残ってお

り、そうした木の文化を世界に示すべきだと考え

ている。できれば、新木場の隣にある夢の島に建

設される施設は木造建築にしてほしい。

競技場を建てるのは公園の中だから、区画整理

や再開発の必要はないが、区は周囲の緑化やバリ

アフリー化に手を付けなくてはいけない。全体計
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東京五輪、移動手段に自転車活用も
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画としては都に環境に配慮した造り方にしてもら

う必要がある。23区の区長会も一丸となって五輪

を盛り上げようと、「2020オリンピック・パラリ

ンピックを成功させる特別区23人の区長会議」を

設けた。特別区を挙げた協力体制を整えたい。

コミュニティーサイクル、5000台配備が目標

江東区では12年度からコミュニティーサイ

クルの実証実験を行っている。本格的に事業化

して五輪でも活用することを目指している。

NTTドコモが事業主体として実証実験を行っ

ている。現在、湾岸地帯に21のステーション（駐

輪施設）があって、そこで自転車を借りて、どこ

のステーションでも返却できる仕組みだ。利用者

はかなり増えている。ただ、まだ採算が成り立っ

ていない。台数を増やせば増やすほど採算に乗る

可能性は高まるので、今は300台だが、5000台く

らいまで増やす必要があるのではないか。ステー

ションも大幅に増やし、利便性を向上させたい。

14年度も実証実験を続けるが、資金はすべて

NTTドコモが負担している。公費は一切使って

いない。行政の役割は自転車専用レーンやステー

ションの用地の確保などで、そういった形で

NTTドコモと区が一体となって取り組んでいる。

ヨーロッパでは環境に優しい乗り物ということ

で、コミュニティーサイクルが急速に普及してい

る。ロンドン五輪の際も、ロンドン市長が近距離

の交通手段として自転車を強く打ち出し、五輪に

間に合うように自転車専用レーンを整備、１万台

程度を配備した。最初に導入したのはパリで、米

ニューヨークでも１万5000台程度を備えている。

東京五輪でも、臨海部の競技場を結ぶ移動手段

として自転車を活用することは検討課題の１つだ。

せっかく五輪が来るのだから、環境に優しいまち

をつくる、そのためにはコミュニティーサイクル

をもっと広めたい。そんな考えを持っている。今

後、競技場を建設する場合は併せて自転車のステ

ーションを設置する必要もあり、都ともその辺は

よく話し合っていきたい。

地下鉄８号線、五輪までの開通めざす

山﨑区長は長年、区内を南北に通る「地下鉄

８号線」（豊洲―住吉間、5.2km）の建設を国や

都に訴えてきた。五輪決定は追い風だが、開催

に間に合うかどうかは微妙な情勢だ。

地下鉄８号線は、臨海部の豊洲駅（有楽町線）

から東陽町駅（東西線）を通って住吉駅（半蔵門

線）に至るルートで、住吉よりさらに北へ延伸が

可能だ。実現に向けて長い間運動してきたが、現

在、国や都に対し、五輪までに開通させるべきだ

臨海部で実証実験中のコミュニティーサイクル
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と一生懸命働きかけている。有明や夢の島にでき

る様々な五輪の競技施設に行くために、豊洲駅が

キーステーションの役割を担うからだ。また、都

の中央卸売市場である築地市場が豊洲に移転する

のに伴い、人の流れも大きく変わるので、南北の

交通の充実はどうしても必要だ。

ただ、事業費

は1260億 円 も

かかる。国と都

と事業者が３分

の１ずつ負担す

ることになって

いるが、東京メ

トロは民営化の

時の条件として

副都心線を整備して以降は新線を造らない方針を

決定している。ではどういう枠組みにするか。東

京メトロに代わり、区などが出資する第三セクタ

ーが事業を実施し、その場合に運行は東京メトロ

が担う手法が考えられる。地下鉄８号線は、国の

運輸政策審議会では15年度までに着手すべき路線

という位置づけになっている。そのため、豊洲駅

と住吉駅には既にホームができている。トンネル

工事は５年で完成する。環境アセスメントや都市

計画変更など行政手続きに１、２年かかるが、こ

れを短縮すれば、五輪に間に合うはずだ。

待機児童解消へ「サテライト保育」

区は14年４月、「江東湾岸サテライト保育」

を始める。豊洲駅前に設けた分園で乳児を預か

り、幼児はそこからバスで本園まで送迎する仕

組み。待機児童解消策の一環で、全国初の試み。

大都市東京では保育園の土地がなかなか見つか

らない。そこで、考え出したのがサテライト保育

だ。朝、豊洲駅前の分園に親が子供を連れて来る

と、０～２歳の赤ちゃんは分園で預かり保育をし、

３～５歳児はバスに乗せて、有明のビル内にある

本園に行き、夕方にまたバスで連れて帰る。本園

と分園の合計で約250人という大きな保育園にな

る。初めは空きのある保育園まで送迎する方法を

考えたが、幼児をバスに乗せて1人ずつ届けるの

は心配もある。このため、大きなビルのフロアー

を借り、内装を作り替えて保育園にした。

４月までに保育園の定員を1200人分増やそうと

頑張っているが、これは大変だ。私が区長になっ

て６年間で3400人増やしたが、それでもまだ400

人足りない。待機児童ゼロを目指しているが、供

給が需要を生み出す面もある。

人が増えればそういう苦労もあるが、一番うれ

しいのは区民が五輪を身近に体験できることだ。

私は64年の五輪の時、ボランティアとして代々木

の選手村の食堂でボーイをしていた。選手ではな

いが、五輪を体感している。あの時の感動を今の

若い人たち、子供たちに味わってほしい。それが

一番の強い思いだ。競技場がたくさんあるから、

江東区の子供たちは自転車などですぐに行ける。

交通整理でも道案内でも、スタジアムの掃除でも、

いろんなボランティアがあり、若い人たちはそう

した経験も積んでほしい。

昔の江東区は、雨が降れば水が出るし、東京中

のごみが運び込まれるから臭いもひどかった。五

輪が開催されたおかげで、トイレが汲み取りから

水洗になるなど整備が進んだ。今度も五輪をテコ

として区が再び大きく変わるチャンスだから、次

の世代にいいまちを残していかないといけない。

インタビュアーから▶▶

　20数年前、東京湾岸の埋立地を視察したことが
ある。ごみの山が連なり、カモメの群れがけたたま
しく舞っていた。遠くに東京都庁の２つの塔が見え
た。「ここから眺めると、向こうは幻想のように感
じませんか」。車で案内してくれた都庁の職員がそ
う言ったのが印象に残った。その埋立地が公園に変
わり、五輪会場となる。関係者の感慨はひとしおだ
ろう。五輪後も見据えたまちづくりは区の大きな課
題だが、自らの体験を踏まえ、五輪を若者や子供た
ちの生きた教育の場にしたいという山﨑区長の思い
には素直に共感できる。（主任研究員　井上　明彦）

江東区

東京23区


